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1点の周波数で部品の定数を変化させたときの応答

2021/02/18・・・渋谷道雄

右図のような回路で、周波数を1MHzに固定し、コン
デンサの値を変化したとき、その利得変化は容量に対
してどのようなカーブになるか・・・、グラフ化して確認する
にはどのようにシミュレーションすればよいだろうか？
とっさに思いつく方法は・・・

・・・のように、.meas コマンドを回路図の変数(この場合はgain)を、「 Plot .step’ed .meas data 」 でグラ
フにすることである。次ページに、この手法を示す。

Plot .step’ed .meas data の使い方
前ページの回路と、シミュレーションコマンド(.measコマンドも含め)を実行すると右図の結果が得られる。

ここで、いずれのペインがアクティブであっても、[Ctrl]+[L] と押すか、以下のどれかの方法で・・・

横軸（周波数)=1MHzの目盛り位置

グラフ・ペインの中でマウ
スの右クリックをし、[View]
から[Spice Error Log]・・・

回路図ペインの中でマウ
スの右クリックをし、[View]か
ら[Spice Error Log]・・・

回路図ペインの中
でメニュー・バーから
[View] > [Spice
Error Log]・・・

グラフ・ペインの中で
メニュー・バーから
[View] > [Spice
Error Log]・・・

SPICE Error Log を表示する（Error Log といっても、シミュレーションにエラーがあったということではない）。
（右図・参照）

このウィンドーの中で、マウスの右クリックをすると・・・

下図に示すメニューが現れるので、[Plot .step’ed .meas data] をクリックする。結果を次ページに示す。

STEP実行したパラメータの値と、.measで得られた
結果が、テキストファイルとして出力されている。



.meas によるシミュレーション結果
縦軸は[dB]ではなく、真数表示にしてある。

共振周波数を1MHzとしたとき、
90μHに対する容量の値は・・・
281.4475pFと計算される。

2pF刻みで.STEPを実行してい
るので、ピークの容量は282pFに
なっていることがわかる。

.STEP list の特別な使い方
ここまで示した方法を、.AC list を、ややトリッキーな使い方をすることで、簡単に実行する手法がある。

AC解析に、通常は「DEC」や「OCT」のような、対数目盛を選
択することが多いが、ここでは「LIST」を使い、さらにその設定
周波数を1ポイントのみにすることで、「.STEP」の掃引パラメー
タの値を直接横軸にプロットすることができる。
シミュレーション完了後ノード「Z」をプローブすれば、横軸のコ
ントロールをせずに、直接{C}が横軸になる。

シミュレーション結果は、さきほどの例題と同様のグラ
フになるが、周波数掃引をせず、かつ、.meas による
測定（計算）も省略できるので、{C}のステップ数を
増やしてもシミュレーション時間は長くならないので、よ
り細かく容量の値を読み取ることができる。

ここでは、ピークのポイントでの容量は・・・

281.4877pFと読み取ることができる。

理論値・・・281.4475pFと計算される。


